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The Information Network Committee, Faculty of Education, manages to maintain the host

computer called Dionysus, which provides network services for all faculty members and

students. The network server has been maintained successfully so far by the administra-

tive members, providing continual and stable services such as e-mail and WWW

home-pages, while there exist some problems to be discussed. To seek more stable

foundations for the future development, this paper describes the present situations and

problems of the information network environments in the Faculty of Education, Hiroshima

University.

はじめに

情報通信環境は激しく変化している。中でもインター

ネットが国内ではこの数年の間に急速に普及し,身近

な社会的話題として見聞することも多い.研究・教育

に関わる組織としても様々な対応が求められている。

広島大学の全学的な動きとしては,平成8年に,紘

合情報処理センターの機器が更新されたあと,全構成

員のアカウント取得が可能となり,大学全体の情報環

境は大きな前進を見た。平成9年4月には,教養的教

育改革の柱の一つとして,情報教育研究センターが動

き出した。平成8年には情報通信・メディア委員会が

発足し,全学的な観点から学内の環境整備に取り組ん

でいる。

教育学部では,学部全体の研究・教育環境の整備の

ため,施設設備委員会,情報ネットワーク委員会及び

情報教育委員会が設置されている。 3委員会はそれぞ

れの立場から,また時には協力して,時代の要請に対

応するため,各種メディア利用に関する整備を推進し

てきた。平成9年9月には,最新のソフトが入った機

種-の更新が行われ,授業研究室の情報教育環境は飛

躍的に向上した。

本学部のLAN (Local Area Network)は, 3年

間の準備期間の後,平成5年から始まり,大学全体の

情報ネットワーク整備と歩調を合わせ,ホストコンピュー

タの導入やネットワーク専用回線の敷設などの整備が

進められたO現在,総合情報処理センターのサブネッ

トとして稼働しており,情報ネットワーク委員会が3

サブネットと学部所有のサーバ(dionysus)の管理・

運営を行っている。委員会活動として,、 351のIPアド

レスを管理し,電子メールやWWW( World Wide Web)

ホームページなどのサービスを提供している。現在405

のアカウント登録数を持ち、研究・教育活動に活用さ

れてきたO　また, 25のメーリングリストも開設され,

学部内の諸連絡や学内外の研究交流に利用されている。

技術革新の大きなうねりの中で,学部として初期の遅

れを取り戻し,その後は大幅な遅れをとることもなく,

情報ネットワーク環境は現在まで順調に推移してきた

と言える。

一方,情報ネットワーク委員会は,他の委員会と異

なり,委員にはシステム管理・運用に関する活動が求

められる。特にサブドメインの管理者と実務担当者の

委員は,各自の本来の専門分野の研究とネットワーク

研究の二重の研究・研修を強いられるという現実と共

に,その成果や貢献は具体的な業績として評価される

体制になっていないという問題もある。

今後の情報通信メディアの複雑化・高度化・多様化

は一層進むと考えられる。このような中で21世紀-向
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けて,本学部における情報ネットワーク環境の現状を

整理し,問題点を把握しておく必要があると考えるO

教育学部が着実に前進するための重要なインフラスト

ラクチャーだからである。本論は,これまで本学部内

の情報ネットワークの管理・運営に深く関わった5名

が,その経過を述べ,現状と課題を分析することを目

的とする。

1.教育学部試行LANの構築

平成元年8月に教育学部の統合移転が完了した。広

島市東千田にあった教育学部と福山市にあった福山分

校の統合であったため,他学部の単なる移転とは異な

り,名実ともに統合移転であった。そのため,教育学

部は新しい組織と環境作りに追われていた。

その年に,総合科学部,単校教育学部,経済学部,

理学部,工学部の5学部では試行LANの構築が行わ

れ,実験を開始し、たO翌平成2年には,続いて文学部,

法学部,医学部,歯学部の4学部に試行LANが構築

された。

広島大学11学部の中で,教育学部は取り残される形

になった。 2-3の教官はこの事態を憂慮したO当時,

教育学部には研究懇談会という教官の研究内容を紹介

する集会があった。頼永はこの研究懇談会で「LAN

の話」という講演をし,その中で教育学部の試行LA

Nの構築が急務であることを訴えた.平成2年10月の

ことであるO

この講演の直後,当時の片岡学部長からLAN構築

のための準備をするよう指示があった。片岡学部長の

素早い対応には驚かされた。

平成2年11月に共同利用施設運営委員会が開催され

「教育学部LAN構築に関する基本構想」の素案を作

成するために,同委員会の下部組織として, LAN構

築準備ワーキング・グループを組織することが決定し

ている。

メンバーは頼永を長とし山崎(教育),宮谷,水町,

山崎(幼児)の計5名であったO　調査・検討事項とし

て次の4項目を挙げている。

(1)他大学・他学部のLANの現況についての調査

(2)教育学部LAN基本構想案の作成

(3)経費(設備費,維持管理費)の試算

(4)保守・管理の方法の調査・研究

以上の委員会での決定は平成2年12月の教官会で報

告・了承された。このようにして,教育学部試行LA

Nの構築計画の立案作業が開始された。

ワーキング・グループの作業は約1年続いた。メン

バーの誰もLANについて経験がなかったため,先ず

すべきことは,メンバー各自がLANについて勉強す

ることであった。しかし,このグループには予算の裏

付けがなかったため,資料・参考書等の経費はメンバー

各自の研究費から支出した。

平成3年10月,那須学部長の提案により, LAN構

想検討委員会が設置された。委員はワーキング・グルー

プの頼永(委員長),山崎(教育),宮谷,水町,山崎

(幼児)に新たに松岡が加わり6名であった。実質的

にはワーキング・グループが委員会に昇格したことに

なる。

平成3年11月には教授会で「教育学部試行LAN構

築計画試案」の第1回目の報告をし,学部の構成員に

初めて,より具体的なLAN構想案を紹介した。

平成3年12月には,京都大学LANの視察に行き,

資料等を収集した。また,同月には,一般設備費申請

書の作成作業を行っているが,これは不首尾に終わっ

ている。

平成4年1月には庶務部企画調査課情報処理係長荻

野照峰氏を講師に招き「H INET構想について」の

勉強会を行った。

HINET計画とその概要については,時折公表さ

れる資料である程度のことは知っていたが,教育学部

からは誰もこの計画に参画していなかった。そこで,

関係者に働きかけるなどして,教育学部もH INET

計画に参画できるよう計らってもらった。

平成4年4月,広島大学情報ネットワークシステム

検討・推進委員会専門委員会に教育学部から頼永が委

員会に参加することが認められた。しかし,すでに本

省に提出するほぼ完全な資料が出来上がっていて,計

画案に対し教育学部としての意見を述べる機会はなかっ

m

この間,試行LANの計画案は次第に形を成していっ

た。平成4年6月には教授会での中間報告で,試行L

ANの概念図が紹介された。サーバをB棟7階の端末

室に置き, B棟から発して,事務棟を経由し, A棟に

行く幹線と, A棟から分岐して音楽棟に延びる支線か

ら構成されていた。各階にハブを設置し,総合情報処

理センターとは,教育学部内にあるセンターの教育用

端末室を経由して接続するという計画である。また,

教官に対して,実験参加の希望調査を行った。

平成4年7月,教授会に議題「部局LANの整備に

ついて」が提案され, LAN構想検討委員会の作成し

た「教育学部試行LAN構築計画案」が審議され,承

認された。

資料によると構築目標として「教育学部試行LAN

を構築し,教育学部内のネットワーク環境を整備する

とともに,電子メールの送受信,データの伝送等に関
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する基礎的な実験を含む調査研究を行う。また, LA

N構築に関する学内での立ち後れを取り戻すとともに,

HINETの実現に備える」と記してある。このとき,

学部共通費から拠出してもらう本年度の経費も承認さ

れた。これにより,具体的な作業に入ることが可能に

蝣jiEsm

平成4年10月,申請中であった,教育研究学内特別

経費の配分額が決定した。これに学部共通経費と実験

参加者の負担金を合わせると,当初計画した予算執こ

ほぼ近い額になった。しかし,具体的な作業に入るに

従って,いくつかの見直しが必要であった。また,ネッ

トワーク関係の技術の進展がはやく,新しい技術に見

合うような修正も必要であった。この時期にはかなり

頻繁に委員会を開催している。

平成5年3月にサーバの設置とケーブル敷設工事が

完了し,学部内での閉じたLANとして使用可能となっ

た。今から思うと遊びに近かったが,学部内でのメー

ルの送受信の実験をした。

平成5年5月に総合情報処理センターとの接続工事

が完了し, 5月28日にセンターと接続テストが行われ

た。教育学部試行LAN誕生という記念すべき日であ

る。

この時の実験参加者は総勢26名で,専ら,電子メー

ルを中心として実験を行った。 HINETが実現する

までの1年間,いろいろなトラブルに見まわれながら

も,そのトラブルを教材として, LANについての知

識や技術を習得していった。実験は成功したと確信し

ている。

このころ,本省に要求していたHINET計画が急

に実現することになった.全学の情報ネットワーク委

員会が開催される度に,教育学部としての対応策を協

議・検討した。この時も,資料に示されたネットワー

クに関する用語・概念を理解するのに苦労した。

平成6年3月広島大学HINETが完成し,運用を

開始した。教育学部には2個所にノードが設置され,

サブネットが2回線敷設された。教育学部試行LAN

は実験用LANとしての使命を終え,教育学部部局L

ANとして運用されることになった。

平成6年4月, LAN構想検討委員会は改組され,

部局LANの管理・運営は新しく組織された情報ネッ

トワーク委員会に引き継がれることになった。

2. dionysusのサ-バ機能の概要

2. 1　DNSサーバの設定

上記のように試行LANおよびHINET LANの

完成によって,教育学部LANは,全学のネットワ-

ク・システムを通して,インターネットと接続するこ

ととなった。当時の教育学部のサーバ機は, SONY NEWS

5000というUNIXマシンであり,内蔵のディスクは500

MB, 21インチ白黒モニタが付属し, OSは, NEWS

OS4.2.1RというBSD系のOSであった(UNIXで

は, BSD系のOSとSYSTEM V系のOSがあり,大

学などでは当時,圧倒的にBSD系が優勢であった)。

このマシンを利用して電子メール実験を行っていたが,

マシン内でしかメールの配信ができず,インターネッ

ト・メールは,実質的に総合情報処理センターのメー

ル・サーバに依存せざるを得なかったO　なぜなら,当

時,教育学部にはドメイン・ネーム・システム(DNS)

をサポートするサーバがなく,このサーバ機をDNSに

登録できないので,メールを学部外に配信できなかっ

たのである。要するに,教育学部LANは,物理的に

は存在するものの,いまだドメインとしては独立して

いなかったのである。そのため,学部サーバ上にDNS

サーバをつくり,教育学部LANを,全学のドメイン

システムに接続することが次の課題となった。

ちょうど医学部でも,同じくNEWSの同種のOSを

使ってDNSサーバを形成していたので,医学部の坪田

助教授から医学部の設定ファイルを参考にさせてもら

うと同時に, 「HINET管理者の手引き」を参照しなが

ら, DNSサーバの設定ファイルのサンプルを作った.

これを,総合情報処理センターに確認してもらい,紘

合情報処理センターにドメインの申請を行った。 DNS

の設定の際には,設定ファイルの一部に誤りがあり,

総合情報処理センターの相原助教授には相当苦労をお

かけしたが,平成6年10月に,なんとか無事DNSが動

き出したO　申請と同時にドメイン名などを決定する必

要があり,教育学部のドメイン名をeduc,サーバ名を

dionysusと決定した。また, UNIXマシンが一台しか

なかったため,プライマリ・ネームサーバは,この

dionysus,セカンダリ・ネームサーバは,広島大学の

ルート・ネーム・サーバであるns. hiroshima-u. ac.

jpとした。なお,ドメイン名のeducは, eduがアメ

リカの教育機関のトップドメインと一致してしまうこ

とから使えず, edでは短すぎるということで決定した

ものである。

2. 2　メールサーバの設定

DNSサーバを設定したおかげで, dionysusでも,

インターネットメールを配信することが可能になった。

インターネット・メールを正常に配信するためには,

sendmail用の設定ファイルsendmail. cfを適切に記

述する必要があるが,これも医学部で使っている設定

ファイルを参考にさせてもらい,ユーザェトリ・マシ
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ンやdionysus自身のsendmail. cfと見比べながら,

教育学部の環境に適合するように修正した。電子メー

ル札　手順を坪田助教授から丁寧に説明を受けていた

ので,特に問題もなくスムーズに発信・受信すること

ができた　sendmailの設定に続き　popperもインス

トールした　popperは,パソコンとPost Office

Protocolで電子メールをやり取りするためのpopサー

バ・ソフトウェアであるOこれにより,パソコンのpop

対応のメール・ソフトで,電子メールを読み書きでき

るようになり,とても便利に電子メールを取り扱える

ようになった。

学部のサーバで,メールが読み書きできるようになっ

たので,メーリングリストを作成することを試みたO

手始めに,情報ネットワーク委員で, net-confとい

うメーリングリストを作ることを決定し,/etc/aliases

を利用したメーリングリストを作り,情報交換を行う

ようにした。これがなかなか便利だということで, educ-

infoという一般ユーザを含んだメーリングリストも作

成し,ネットワークに興味のある学部の学生・大学院

生・教官をメンバーにして,情報交換を行うことにし

た(このメーリングリストは, educinfoからinfoと

名前を変えて,現在も残っている)。思えば,このeduc-

infoを通して,いろいろなネットワーク情報やノウハ

ウが交換され,また伝達されたことで,教育学部のネッ

トワークの基礎が築かれたのではないかと思う。なお,

その後/ etc/ aliasesではなく, distributeを利用した

本格的なメーリングリストを平成7年8月に導入した。

また自動的にdistributeの設定ファイルを作成するス

クリプトを作成したので,各種のメーリングリストも

容易に作成することができるようになった。後に,i

般ユーザも申請をすればメーリングリストが作成でき

るサービスも開始した。

なお,メール・サーバの次には,ニュース・サーバ

を置くかどうかも検討したが,当時のマシンのディス

クが容量が小さいものであったこと,またニュース・

サーバは維持管理に相当な手間がかかることを勘案し

て,ニュース・サーバは,広島大学全体のニュース・

サーバであるnews. hiroshima-u. ac. jpを利用し,

学部では独自のニュース・サーバを作らないこととし

た。独自のニュース・サーバを持たないことから,学

部内部に閉じたニュース・グループを持てないという

デメリットが生まれたが,当面はメーリングリストで,

この機能を代替することとした。当時は,自発的にニュー

スを読まない人が多かったため,メーリングリストの

方がユーザ-の到達性が高いと判断したこともあった。

2. 3　フリー・ソフトウェアのインストール

サーバ機のdionysusには,試行LANの時からemacs

はインストールしてあったが,その他のフリー・ソフ

トウェアは,あまりインストールしてなかった。サー

バ機の利用者が増えたこともあり,利便性を高めるた

めに各種のフリー・ソフトウェアをインストールする

こととした。 emacsやgcc, perlなど一部のソフトウェ

アは, NEWSを購入した時にバイナリパックが付属し

ていたので,インストール自体は容易であったが,そ

の他の一般のUNIXのフリー・ソフトウェアは,自分

でソース・コードを入手し,コンパイルする必要があっ

た. UNIXのフリー・ソフトウェアは,ソース・コー

ドの状態で配布され,それをコンパイルすることで,

各機種用の実行ファイルを得るという形式をとってい

るからである。 ftp.hiroshima-u.ac.jpやftp.

mis. hiroshima-u. ac. JPなどに,多くのUNIX用

ソフトウェアが収められているので,ソースの入手自

体は容易であった。標準でNEWS OSの4.XX系を

サポートしているソフトウェア(国産のフリー・ソフ

トウェアの多くはサポートしている)は,コンパイル

もさほど難しくない。 mnewsも国産ソフトウェアであ

り,さほどコンパイルに苦労することなくインストー

ルできたOこれを用いて, dionysus上でネットワーク・

ニュースを読み書きしたり,メールを読み書きするこ

とが簡単にできるようになった(それまでは,メール

はmailやemacsのmail , rmailモード,ニュースは

emacsのgnusを利用していた)0

しかし,外国産のフリーソフトウェアの多くは, NEWS

OSをサポートしていないので, NEWS用に変更を加

える必要があることが多い(パッチをあてるという)0

しかし,このパッチの入手はなかなか困難であった.

そのため　popper, distribute,後に述べるhttpd

など,インストールに成功したものもあったが,新し

いソフトウェアや,バージョンの新しいソフトウェア

のインストールは,必ずしも思ったようには成功しな

かった。教育学部にはUNIXについての経験の豊富な

人材が少ないので, UNIX上の環境作りには時間も労

力もかかる割には,思ったようにはならなかった。

2. 4　WWWサ-バのインストール

平成6年の中頃からWWW (World Wide Web)

が国内でも利用されるようになり,総合情報処理セン

ターのユーザェントリーマシン(ue)では,平成6年

秋ごろから一般ユーザのホームページを作成すること

ができるようになっていたO教育学部のサーバも,か

なりのユーザが登録されるようになり,ユーザのホー

ムページ作成の要求が高まっていたことや,学部のホ-
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ムページを作成する必要も将来的に生じてくるのでは

ないかということで, dionysusにwwwサーバ

( httpd )をインストールすることにした。 WWWサー

バでは, NCSA httpdが広く使われていたので,これ

をコンパイルすることにした。 NEWS OSの4.XX系

用のパッチ株,インターネット経由で手に入れて,多

少の困難はあったもののインストールすることができ

た。インターネットのありがたさをしみじみと感じる

ことができた。さっそくdionysusにwwwと別名をつ

けて,平成7年11月からwwwサーバの運用を始め,

現在に至っている。なお,教育学部ではUNIXのコマ

ンドを知っている人が少ないこともあるので,個人の

ホームページを作る際に必要となるmkdirやchmodの

操作もままならないユーザが多い。そのため, setupwww

というコマンドを作り,コマンドを一回実行すれば,

必要なディレクトリの作成と,サンプルのページを作

ることができるようにした。このコマンドは,なかな

か評判がよかったようである。

2. 5　セキュリティ対策

dionysusがDNSシステムにも登録されwwwサー

バもスタートしたので,学内・国内のみならず,海外

からのアクセスも頻繁になった。これは反面,セキュ

リティの不安にもさらされるようになることを意味し

ている。万一のアタックにも備える必要があるので必

要最小限のセキュリティ対策も行った。とりあえずtcp

wrapperをインストールし, telnet , ftp , fingerな

どのアクセスに対してチェックを始めた。このアクセ

ス記録は,管理者宛てに毎日報告させるようにして,

不正アクセスがないかどうかを監視することにした。

また,このデータはサーバの利用頻度を確かめるため

の統計にも利用することができ, dionysusの利用実態

を把握するのにも役立った。セキュリティに関しては,

解析されやすいパスワードをつけているユーザがいる

ことも心配されるので, crackによるチェックを始め,

これで解読できたユーザには,管理者からパスワード

変更を指示するようにした。解読できるような簡単な

パスワード(アカウントや本名を加工したもの,著名

な英単語を用いたものなど)をつけているユーザも少

なからず発見され,改善勧告を行うようにした。

3. dionysusの運用の現状

ここでは,上述した各種サーバ機能をもつdionysus

の運用の現状について,ユーザの利用の側面から述べ

る。ここで利用する統計は,主として,サーバ機能の

概要で示したセキュリティ対策のために用意したプロ

グラム(深田が導入,改良した)によって得られたデー

タを加工したものである。

3. 1 dionysus登録ユーザ数

平成9年9月17日現在, dionysusに登録されている

ユーザIDの数は405である。学科や専修を代表するユー

ザIDもあるため,この数字は厳密にはユーザの人数そ

のものではないが,おおむね人数と一致すると考えて

よい。

身分別にみると,教官(教務補佐・事務補佐も含む)

が120,学生(研究生等も含む)が285である。学生の

内訳は,大学院博士課程後期学生63,博士課程前期学

生107,学部学生99,その他16である。教官,学生あわ

せて学科別にみると,教育学科102,心理学科14,教科

教育学科184,日本語教育学科57,幼児学35,事務1で

ある。この数字はあくまでも教育学部のサーバである

dionysusに登録している数を示すものであり,広島大

学総合情報処理センターに登録していたり,プロバイ

ダと契約してネットワーク接続している数は含まれて

いない。

年度別の登録者数の変化をみると,主として学部試

行LANの実験に参加したメンバーが多かった平成5

年度および平成6年度は25であったO　上述のとおり,

平成6年度途中から学部外に対して電子メールが使え

るようになり,平成7年度になり,教育学部LANの

積極的な利用を広報し,あわせて学生の登録も可能に

した。その結果,平成7年度以降,登録者は急速に増

加し,平成7年度160,平成8年度161,平成9年度59

(9月17日現在)となっている。

もちろん,ユーザによってdionysusの利用の仕方は

異なっている。利用頻度の高いユーザもあれば,低い

ユーザもある。利用頻度は高いもののその利用はもっ

ぱら電子メールに限られサーバにログインしたことは

一度もないというユーザもある。ここでは,そうした

個々のユーザの利用形態についてはふれずに,統計的

にみたdionysusの利用状況について述べてみたい。

3. 2　電子メールの利用

dionysusの利用でもっとも頻度が高いのは電子メー

ルの利用である。上述したように,電子メールの利用

のためだけにユーザIDを取得する人もいる.はじ捌こ,

この電子メールの利用について検討するO

メール送受信およびpopper利用の推移を,統計をと

りはじめた平成7年11月から現在までについて3カ月

ごとの一日あたり平均をとり,図1に示した(平成7

年11月と12月は2カ月)。
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図1　メール送受信およびpropper利用の推移

3. 2. 1　メール送受信

メール送受信とは,メールの送信数と受信数の合計

であるCただし,後述するメーリングリストあてのメー

ルは受信者の数が複数であってもー通として計算して

ある。

平成7年11月から現在までの一日あたりのメール送

受信数の最大値は1547通であり,平均送受信数は472通

である。図1に示すとおり, 3カ月ごとの一日あたり

平均の推移をみると,登録者の増加に対応して平成8

年度に入って急増している。平成8年10-12月期がピー

クであり,一日平均700通のメールの送受信が発生して

いる。その後は平均送受信数が若干減少したが,現在

では一日平均650通弱である。

曜日別の一日平均送受信数についても集計してみた。

数値は平成7年11月から現在までの全体平均である。

月曜から金曜までの平日の利用には曜日による相違は

ほとんどない。平日全体の一日あたり送受信数は554通

であり,曜日別にみても月曜の539通から火曜の580通

の範囲にある。土曜日曜は休業日であるため,平均メー

ル送受信数も半減する(土曜278通,日曜241通)。

3. 2. 2　popperの利用

多くのユーザは,メールの送受信のためにパソコン

のpop対応のメール・ソフトを利用している。これが

可能なのは,サーバ機能の概要のところで述べたとお

り　popperがインストールされているからである。

図1には,メール送受信数の平均とともにpopper利

用回数の平均も示されている。 popperは,パソコン側

で時間間隔を設定しておいて自動的にメールが来てい

るかどうかをチェックするために利用できるので,メー

ル送受信数よりも数値が多くなる傾向にある。この時

間間隔はユーザ側で自由に設定できるため,この間隔

を短く設定すれば必然的にpopper利用回数も多くなる。

dionysus管理者としては,サーバ-の負荷を考えて,

この時間間隔を10分以上にするように推奨している。

平成7年11月から現在までの一日あたりのpopper利

用回数の最大値は2466回であり,平均利用回数は812回

である　popperの利用は基本的にはメールの送受信を

前提としているため,メール送受信数の平均と同様,

平成8年度に入ってから急速に増加している。ただし,

利用数の推移はメール送受信数の平均とは若干異なり,

メール送受信数がピークから減少に転じた平成9年1 I

2月期にピークを示し,一日平均1026回の利用がある。

その後はpopperの利用も若干減少し,現在は一日平均

900回弱である。

曜日別の利用回数はメール送受信と同様,平日の曜

日差はほとんどなく平均1000回前後,土曜は平日の半

分ほどである　popperの場合は,日曜はさらに減少し,

土曜の半分強になる。

3. 2. 3　メーリングリスト

本稿の別の箇所でもふれているが,電子メール利用

に関連して述べておくべきこととしてメーリングリス

トがある.現在, dionysusで運営されているメーリン

グリストの数は25であるO　このうち,情報ネットワー

ク委員会が運営するものが3,システム運営に関する

ものが7,委員会等のものが3,その他ユーザ申請に

よるものが12である。情報ネットワーク委員会が運営

するメーリングリストは,コンピュータやネットワー

クの話題をあつかうinfo ,研究や生活に関する話題を

あつかうmisc,お知らせなどのためのannounceであ

り,現在どのメーリングリストにもおおむね75人前後

が登録している。

ユーザ申請によるものには,学科内の情報交換用の

ものや,研究プロジェクトのメンバーの連絡用のもの

などがある。一例をあげれば,情報教育に関する学部

と附属学校との共同研究のメーリングリストによって,

地理的に離れている学部と附属の教官の意見交換が容

易になっている。

3. 3　telnet,氏p, emacs, mnewsの利用

サーバに接続してtelnetやftpを利用する頻度はメー

ルの利用と比べると大幅に減少する. telnetやftpは,

メールと異なり,ある程度の専門知識を必要とするか

らである。

平成7年11月から現在までの一日あたりのtelnet利

用の最大値は178回であり,平均利用回数は43回であるc

ftpについては,最大値が86回,平均は13回である。利

-152-



用頻度の推移をみると,平成8年度に入って回数が増

えるのはメール送受信やpopperの利用と同様であるが,

telnetの利用はその後徐々に減少し, ftpの利用は横ば

いである。

emacsやmnewsの利用は通常telnetでサーバに接

続してから行われるので, telnetの利用と密接な関連

がある。平成7年11月から現在までの一日あたりの平

均利用回数はemacs 10回, mnews 15回である。利用

頻度の推移については, mnewsは平成8年度に増加し

その後徐々に減少しているのに対して, emacsの利用

はむしろ,平成7年度がもっとも高かった。これは電

子メールの送受信にemacsを利用する割合が平成7年

度当時にはまだ高かったからであると推測できる.

現在, dionysusはニュースサーバをもたず,教育学

部独自のニュースグループとしては,総合情報処理セ

ンターのニュースグ/レ-プの中にhiroshima- u. educ.

announceとhiroshima- u. educ. generalの二つが

ある　mnewsの利用頻度が低いことは,これらのニュー

スを読んでもらえないということであり,ネットワー

クをとおしての情報提供における今後の課題を示して

いる。

3　4　WWWサーバの利用

wwwサーバがインストールされ,ホームページの

公開が可能となった。ホームページの公開については,

後述する学部ホームページの開設の前に,個人のホー

ムページの公開からスタートすることにした(技術的

にはダミーとしての学部ホームページを用意した)0

現在,94名のユーザがホームページを作成しているO

3. 5　ppp接続の利用

最近のサーバ利用の形態として特筆すべきことは,

ppp接続による利用の増加である。 ppp接続とはppp

(Point-to-Point Protocol)と呼ばれるプロトコ

ルを利用して,パソコンをTCP/IPで接続する方法の

ことで,自宅から電話回線を通じてサーバに接続しサー

ビスを利用する形態のことである。条件として総合情

報処理センターにユーザIDをもっている必要はあるが,

東広島市と広島市にアクセスポイントがあるので,比

敏的低料金で接続できる。いつでも(たとえば休日や

深夜)接続できることから教官のみならず学生の利用

も増加している。

4.ネットワーク管理

ネットワーク管理の仕事は,サブネットの管理とサ

ブドメインの管理に大別できる.このうち,サブドメ

イン管理については,本稿の2節, 3節の内容と重複

する。そこで本節では,サブネット管理に関して,敬

育学部の現状を述べてみたい。

教育学部は, 133.41.96, 133.41.97, 133.41.98,

133.41.99の4つのサブネットを使っている。この中で,

99サブネットは事務部用であり,本部が一括して管理

している。情報ネットワーク委員会では,残り3つの

サブネットのそれぞれについて管理者と副管理者を決

め,維持,管理に当たっている.サブネット管理者の

具体的な役割として, ①IPアドレスの管理, ②ネット

ワーク経路の把握, ③ネットワーク停止情報の利用者

-のアナウンス,④サブネット内の各種障害-の対応,

を挙げることができる。

4. 1 IPアドレスの管理

ネットワークに,パソコンやプリンタなどの機器を

接続するには,ほとんどの場合IPアドレスという固有

の番号が必要となる。同じ番号を異なる機器に割り当

てたりすると,ネットワーク全体に障害が出てしまう

ので,そういう事態を避けるために, IPアドレスは,

情報ネットワーク委員会,実際には各サブネット管理

者が一元的に管理している.

IPアドレスの管理について,現在,以下のような問

題を感じている。

4. 1. 1　申請のし忘れ

ネットワークに新規に機器を接続する場合,『教育学

部サブネットの接続申請書』を提出してもらい,それ

に対して新規のIPアドレスを交付するようにしている。

最近は少なくなったが,教官が1Pアドレスの申請をし

ないままLAN端末を購入してしまい,納入した業者

が接続しようとしてIPアドレスが無いのに気づき,慌

てて電話で問い合わせてくることが何度もあった。こ

のような場合,本来なら正式に申請書を提出してもら

い,その後改めて,利用者の方で業者に依頼するなり,

自分で対応するなりしてもらうべきなのかもしれない。

しかし,それもお互いに時間の無駄なので,できるだ

けその場で対応するようにしてきた。それでも,自分

の管理するサブネット以外のことを聞かれた場合には,

これは勝手に決めるわけにいかないのでどうしようも

ない。また,急いで作業をしたために間違ったアドレ

スを発行してしまったケースも実際にあった(同じ学

科の隣り合った部屋でも接続するサブネットが異なる

場合があったりして,結構複雑である)。このようなト

ラブルを避けるため,必ず, 1Pアドレスを取得してか

ら,接続する機器を購入することを求めている。また,

これは今でもよくあるケースだが,せっかくIPアドレ
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スを交付し,申請者に連絡しているのに,それを忘れ

たり,あるいは端末接続時にそれを知る人がいなかっ

たりして,結局業者が電話をかけてくる場合がある。

これは,管理者にとって,明らかに二度手間である。

省ける手間はできるだけ省きたい。

4. 1. 2 IPアドレスの増加への対応

平成9年8月未現在で, 96サブネットで91個, 97サ

ブネットで159個,98サブネットで101個のIPアドレス

が使われている。各サブネットでは,最大245個のアド

レスを割り当てることができるが,サブネット内の端

末の数が増えればそれだけネットワーク上の情報量も

多くなり,スムーズに流れにくくなる。特に, 97サブ

ネットでは申請数が急速に増加しており,近々何らか

の対応策をとらねばならないと考えている。

根本的な解決策としては,新規にサブネットを設置

するしかないが,サブネットごとに1年間で十数万円の

課金があり,それだけ負担も増えることになるO　もう

一つの対応策として　DHCP (Dynamic Host

Configuratidn Protocol )サーバの導入も考えられる。

これは,たまにしか動かない端末のために固定的なIP

アドレスを割り当てるのはもったいないので,ネット

ワークに接続した時にのみ一時的にアドレスを発行す

るやり方である.ただし, DHCPが有効に機能するた

めには,ある程度多くのアドレスをDHCP用に割り当

てねばならず,そのためにはすでに発行しているIPア

ドレスを見直して,各端末の設定を変更するような作

業を行わねばならない。これ以上端末が増えた後では,

実際上不可能になるので,今後のIPアドレスの増加に

どのように対応するのか,そろそろ決めておかねばな

らないと思う。

4. 1. 3　機器の変更等によるトラブル

すでに接続してある機器を変更したり,移動する場

合には, 『教育学部サブネット接続変更申請書』を提出

してもらうことになっている。「してもらうことになっ

ている」と書いたのは,実際に変更が生じた場合でも,

この申請書が提出されたことはほとんど無いからであ

る。このことが, IPアドレス管理に関する問題を生じ

る原因の一つとなっている。例えば,転出・退官され

た先生が使っておられた端末のIPアドレスをどうされ

たのか,管理者側は全く把握していない。端末をつな

ぐつもりでIPアドレスを取得したが,その後事情が変

わり,そ.のアドレスが遊んでしまっている場合も少な

からずあるらしいO　これらがわかるのは,何かトラブ

ルが起こった時(例えば, IPアドレスの衝突)とか,

新規にIPアドレスの申請書を受けたが,よく状況がわ

からず,管理者から申請者や利用者に問い合わせて初

めてわかる場合がほとんどである。ネットワークに関

する変更は,それがどんなに些細なものであっても,

必ず変更届を提出するか,あるいは事前に相談するこ

とを定着させる必要がある。申請の用紙,方法等に関

しては,下記の情報ネットワーク委員会のページに掲

載している　http://www. educ. hiroshima-u.

ac. jp/doc/net-confl. html

4. 2　ネットワーク経路の把握

ネットワークは成長する。試行LAN開始当初は教

官研究室のみに限定していた端末設置場所が,図書室,

実験室,講義室,会議室など-と急速に拡大していっ

た。サブネット管理者は,新規にネットワーク端末を

設置するための配線工事や,ネットワーク障害-の対

応にそなえて,現在のネットワーク経路を正確に把握

しておかなければならない。

教育学部LANは, A棟417室およびB棟717室にあ

るルータと呼ばれる装置でHINETに接続されている

( A417:室のルータは,97サブネットの他に,99サブネッ

ト,留学生センター,北第2福利会館の情報端末が利

用しており,これ以上サブネットを増やすことはでき

ない。 B717のルータには, 96および98サブネットが接

続されている)。これらのルータから10BASE-5ケーブ

ルがAIE棟に延び,各階のEPS等に設置されたトラ

ンシーバとハブを経由して,各部屋の情報コンセント

まで10BASE-Tケーブルが延びているO

新規の配線工事を行う際には,現在,ルータからの

ケーブルがどこを通っており,トランシーバやハブが

どこに設置されているのか,端末を設置する部屋-班

設のハブからケーブルを延ばすことができるかどうか,

ハブやトランシーバに空きポートがあるかどうかなど

を,確認する必要がある。これらは,一度わからなく

なると,後で調べ直すことはほとんど不可能である。

常に最新の正確な情報を持っておくことと,管理者が

交代する場合などに情報を正確に引き継げるように手

段を講じておかないと,今後のネットワーク運営に支

障をきたす可能性がある。

4. 3　ネットワークの停止情報等のアナウンス

ネットワークが停止するのには, 2つの場合がある。

-つは停電による機械の運転停止,もう一つは,サー

バ機などの不調による機能停止である。

情報ネットワーク委員会では,停電があらかじめわ

かっている場合には,ネットワーク利用者にその旨を

アナウンスし,教育学部のサーバ機であるdionysusを

停止する期間をあらかじめお知らせしている。保守点
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検のための停電は,たいていの場合休日に行われるの

で,ネットワークの停止時間を短くしようとすれば,

管理者の誰かが休日に出動して機器の電源のオン・オ

フを行わなければならない。すでに何度も経験したが,

電源スイッチを押すだけのために休日に出勤するとい

うのは,なかなか空しいものである。前回(8/31)の

停電時には,土曜日の夕方から月曜日の朝まで, dionysus

を停止させてもらったO

不意の停電の場合には,無停電電源装置がバックアッ

プしてくれる数分のうちに,管理者の誰かがdionysus

のあるB棟7階まで駆けつけることになる。幸いなこ

とに今までにそのような事態になったことは無いが,

これも想像してあまり楽しい作業ではない。このよう

な事態が生じないことを祈るのみである。

なお, HINETや総合情報処理センターの各種サー

バも,保守などのため一時的に停止することがある。

それに関する情報はネットニュースに流されているの

で, hiroshima-u. ipc. announceなどのニュース

グループの記事を,一日一回は読むことが望ましい。

4. 4　各種障害への対応

ネットワークの障害には,サブネット全体が外部と

接続できなくなるような大規模なものから,特定の端

末や特定のソフトウェアが動作しないという小さなも

のまで,さまざまなものがある。教育学部では,過去

に一度,停電後にルータが動作しないというトラブル

が起きたことがある。そのような場合には,総合情報

処理センター-速やかに連絡をすることが,管理者の

できるただ一つの処置である。

個々の障害に関しては,連絡を受けた担当者が,ネッ

トワーク相談窓口を担当する大学院学生と協力して対

応している。現在までに, LANケーブルがはずれて

いたという簡単なケースから,解決までに何日も試行

錯誤を必要とするものまで,さまざまなトラブルを経

験したO　障害に対応するためのノウハウが徐々に蓄積

され,また教育学部のネットワークが全体としてかな

り安定してきたこともあって,各種障害に対する対応

は以前に比べて楽になったような感じはする.ただし,

何か障害が発生した場合,それに的確に対応するため

には,何よりも状況に関する正確な情報が必要である。

ネットワークに関して何かトラブルが起こった場合に

は,慌てずに,その状況をできるだけ詳しく正確に記

録して,管理者まで報告してほしい。

5.その他の活動と課題

教育学部として取り組んだ情報ネットワークの導入・

機能・管理・運営の内容を詳細に述べたが,本章では

それ以外の活動と全体的な問題を述べる。なお,委員

会活動にはメーリングリスト(net-conf)が活用さ

れ,日常的な業務はもとより緊急的な問題にも電子メー

ルによる報告・議論(平成9年9月末日までに1030通)

が交わされ,委員会運営の方法として定着している。

5, l　リサーチアシスタント制度の導入

平成8年度の後期からリサーチアシスタント(RA)

1名が、そして同9年4月からは2名が、管理運営の

一部を補佐している。 dionysusユーザ登録作業や教育

学部WWホームページの作成・更新作業などの他、 「ネッ

トワーク相談窓口」として各種障害等-も対応してい

る。

5. 2　教育学部wwwホームペ-ジの作成・更新

インターネットの導入目的は,「学内情報の公開とい

う利用目的が目立ってきた」(『インターネット白書'97』,

p.112)とされる中で,教育学部のwwwホームページ

(和文版と英文版)が,委員会活動の一部として,辛

成8年度にdionysus上に開設された。ホームページの

中身として1位を占めるのは「学部・学科の紹介」 (同

香, p.112)というが,本学部の場合も,すでに公開

された学部・大学院紹介の印刷資料(r教育学部要覧』

やUniversity Bulletinなど)に基づき掲載内容を更新

している。また,各学科・専修等で作成されたホーム

ページへのリンク情報や委員会の案内文書等を掲載し

ている。教職員の電子メールアドレスは,掲載希望者

の分のみ公開している。

各種委員会等から,諸活動-の利用や学部行事等の

紹介など,潜在的な開設要望も多いと思われる。現在

は,希望者(各種委員会等を含む)がアカウントを取

得して,ホ」ムページを各自で開設してもらっており,

委員会活動として引き受けていない.その主な理由は,

①掲載内容は責任主体として当該組織が作成するべき

であること, ②最新情報を作成・更新するには,継続

的かつ即応的に業務に専従できる人的な配置が必要で

あり,現在の委員会体制では各方面からの種々の要望

に応える余裕がないこと,である。

教育学部ホームページを単なる学部・大学院紹介で

はなく,教職員・学生の利用のために更に充実させ,

また,国内外で関心を寄せる人々との交流を深めるた

めには,諸機能の追加や作成・更新体制の改善が必要

である。

5. 3　これまでの活動の問題点

日本の国立大学は「システム構築・運営を担う研究
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者が存在することから全体的には整備が進んでいると

言える」 (『情報化白書1997』, p.149)とされている。

本学の場合,全学組織として総合情報処理センターが

あり,指導的な立場から貢献してもらっている。本学

部における情報ネットワークの導入・管理・運営は,

委員会活動として位置づけられている。ネットワーク

研究を専門とする研究者は本来的にはいないものの,

委員の個人的な研究・研鎖と委員会内部の研修がここ

まで支えてきた。

これまでの導入・管理・運営が順調に推移したのは,

委員会予算や「学内科研」の獲得に対する歴代学部長

を初めとする構成員の理解と協力と共に,情報ネット

ワークの重要性の認識と学部の環境整備の遅れに対す

る危機意識を背景とする委員の努力が結実したからで

あるO　即ち,当初から学部全体が一体となって取り組

んだ結果であり,委員会活動として成功した例である

と言えよう。

しかし,これまでの活動体制を永続的に維持するこ

とが最善であるかどうかは別間塔である。

教育学部のサーバ( dionysus )は,本学全体のドメ

イン.hiroshima-u. ac.JPの直下のサブドメイン

(educ)として稼働している。従ってその管理にはセ

ンターとの連携を必要とする。委員全委員のうち,現

在までのサブドメインの管理者は平成5年度は頼永,

同6-9年度は宮谷であり,そして実務担当者は,平

成5年度は頼永,同6-8年度は深田,同9年度は平

田である。学部サーバの運営基盤の整備には,平成8

年度のサーバ更新も含め,サブドメインの管理者と実

務担当者はすでに膨大な時間を割いたO管理・運営は,

日常的な業務の処理から突発的な問題-の対応まで,

多様でありかつ緊急性も必要である。そのため,管理

者と実務担当者は,恒常的に,時には集中的に,直面

する問題-の取り組みを余儀なくされた。しかし,敬

官として本来の研究・教育に従事しながら割愛できる

時間には限界がある。全学的には, 「ヴオランティア的

な委員会組織での管理運営には限界がある」 (『広島大

学情報ネットワークシステム「HINET」新構想』,

p.3 5)と指摘されている背景の一つであろうが,学

部においても,規模は小さくとも本質は同じである。

現行の教官に対する評価体制では,ネットワーク管

理・運営の活動が専門的な知識の蓄積を必要とするに

も拘わらず,その知識;活動を具体的な業績としてど

のように評価するかが定まっていない。基本的に,ネッ

トワーク管理・運営を業績として認知すること-の合

意が形成されることが望まれる。具体的には,管理者・

実務担当者の任期を経歴に記載することを認めること

や,ネットワーク研究に関する論文も専門分野の研究

と同等の扱いとすることなど,教官として取り組み易

い環境を実現する必要があろう。将来,新たな委員候

補者に,研究業績として評価されない活動-の回避意

識が生じれば,委員会活動-の参加が消極的となり,

ひいては将来の管理・運営体制は不安定となる。

5. 4　将来の管理・運営体制の検討のために

現在の情報ネットワーク環境のレベルを維持し,更

に今後の新たな展開に遅れを取らないように努力が必

要である。そこで、委員会・学部・大学の3つの視点

から,将来-向けての課題を以下に述べる。

5. 4. 1　情報ネットワーク委員会としての課題

(1) dionysus及び情報教育用のmetisのサーバとし

ての機能・役割の合理的な棲み分けを検討するな

ど,管理・運営活動と利用の明確化を図る。

(2)情報教育委員会と連携し,助手や事務職員を含

めた教職員や大学院生を対象としたネットワーク

管理・運営・利用のための研修・実習の機会を設

ける。

(3)今後の情報通信ネットワーク環境の整備に関す

る教育学部としての基本的な方針・方策を提言す

る。

5. 4. 2　教育学部としての課題

(1)現体制の中では,管理・運営に関わる活動,特

にサブドメインの管理者と実務担当者の活動を業

績として認知する評価体制を確立する。

(2)各学科・専修等は,ネットワーク管理・運営に

参加できる教官を複数名確保し,定期的な委員の

入れ替えが可能な体制を整える。

(3) RAによる委員会支援体制を強化すると共に,

RAを各学科・専修等から偏りなく採用ができる

ように,各専攻毎に所属の大学院生を指導する。

(4)教官組織と事務組織を包括的に捉えた管理・運

営・利用体制を構築する。

(5)ネットワークを含めた学部全体の各種メディア

の導入・管理・運営は重要性を増す。将来的には,

そのための実務的・専門的な人材を配置する。具

体的には,技官や専門的な職員の配置などが考え

られる。

5. 4. 3　全学的な課題

(1)広島大学の「中・長期的な本学事務機構の在り

方の基本方針」の中間報告の一つの提言として紹

介された(『広大フォーラム』, p.45)項目の中に

は, 「時代の要請に適応した改善合理化の観点」や
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「専門性を有する職員の養成という観点」が含ま

れている.改善合理化の道具となるのは情報通信

メディアであり,その管理・運営には「専門性」

が求めらる。すなわち,これら両観点を具体化す

れば,専門性を持った職員の配置が要となろう。

学部にこのような人材が配置されれば,管理・運

営サービスが通常の業務として認知され,個人の

献身的な奉仕活動や委員会組織による不安定さが

改善されよう。より広範・多様なサービスの提供

も期待できる。この視点から事務機構の検討が行

われることを期待する。

(2)私立大学の整備が遅れているとして始められた

助成制度では, 「学内LANの構築・運営を低コス

トで民間企業に依託することができる」 (r情報化

白書』, p.149)という。学部単位で外部-依託で

きる可能性を検討して欲しいとの要望もある。

おわりに

教育学部における情報ネットワーク環境の経過と共

に,現状と課題を述べた。これにより,教育学部が東

広島キャンパスに統合移転してから始まった情報ネッ

トワークは,研究・教育の不可欠の環境として定着し

た反面,問題点や将来-の不安も潜んでいることを明

らかにした。

今後の諸活動を拡充するためには,ネットワークを

含めた情報通信メディアに関わる管理・運営を,委員

会活動から専門的な業務として位置づけ,教官・事務

官全体に関わる課膚として検討するべきであろうO　昨

今の情勢では,新たな人材の任用は難しいとの観測も

あろうが,専従出来る人材の配置が不可欠であること

を強調しておきたい。今後の学部・大学院発展のため

に諸改革案が検討される中で,組織上の問葛として取

り上げられることを願っている。情報通信ネットワー

ク環掛ま研究・教育環境の拡充・発展に必須のことで

あり,そのための安定した管理・運営体制の確立が緊

急の課題である。
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